
平城' 宮跡・平城京跡の発掘調査

平城宮跡発掘調査部

1 9 8 4 年度，平城脚跡発掘淵在部では，、| え城愉' 跡内で第二次朝蟻院東第一蛍地域や南I I I i 大畑な

ど1 7件( 宮北方遺跡を含む) ，京域内で，ノI ; 京| ﾉ ﾘ 条二功一坪，十五坪や薬師寺の洲汽など2 5件，訓・

4 2 件の洲在を実施した（3 5 頁参照) 。以~ドその張な洲介の概要を報( l f する。

１平城寓跡の訓企

南面大垣東端地区( 第1 5 5 次）の調査｜*Ｍｉ火j u束端部の復原熱備に先. ' １/ : ち，南I h i 火皿とその北側

の瀧・二条人路北側瀧を・体に把握することを| I 的とした, 淵炎で，洲介地は第3 2 次及び第３２次

l Wi 足洲剤> 〈と部砺腹する。! 淵侮の結果，( 1 ) 南ｌＩＩｉ火皿についての従来の‘ 淵査結果をI I j : 確認する

とともに，( 2 ) 大垣束端部分の築成時期が神旭/ k 年に降ることが明らかとなり，また，( 3 ) 大皿の

改修。補修を検討する’ 二での新知兇を得た。

検出した主な遮隣は南面大垣とその北側の溝，二条大路とその南北i I l j 側溝，南北溝５条，左

京三条一坊の北I h i 築地等である。

南面大垣ＳＡ１２００S A l 2 0 0 は，人i i i 本体築土部，犬走り築土部，犬走り部にある掘込み地業，

５列の柱穴列，１条の溝からなる。大h - i 本体の築上は洲在凶凡i 端から束へ８９ｍまで残存し，

以来は後' １１: の削平で消失している。大j u本体は雌底|照２．７ｍで，砂質土と粘質土とをﾉ { : 腰に版

築する。犬走りの築土は大坦北側にのみわずかに残存し，｜判側は後ｌＭの削平で消火している。

版築は大埋本体の版築よりやや) Wl い。犬走り部には伽込み地業ＳＸ9 4 9 4 . 9 4 9 5 があり，柱穴列

S Ｓ9 4 9 6 . 9 4 9 7 を避けるように地業を行っている。大j I i 本体の南北に沿って束西方向の柱穴列

４条があり，二砿に分撤できる。犬走り築土が残存する大畑北側にあるＳＳ９４９６では，住痕

跡・柱抜取穴を犬走り築土' 2 1 1 ' i で，柱掘形を犬走り築土下1 ｍで各々 検出した。大腫本体との位

慨関係からＳＳ９４９６．９４９７は大j U築成時の堰板留めの添椛穴で，ＳＸ9 4 9 4 . 9 4 9 5 と一連のもの

と思われる。ＳＳ1 1 6 4 5 . 1 1 6 4 7 はＳＳ9 4 9 6 .

9 4 9 7 とほぼ回じ柱筋にあって，祇複関係か

らS Ｘ９４９４．９４９５より新しく，人蛎改修時

の添柱穴の可能性があるが，大城本体の築

士残存部分に改修の痕跡は認めがたい。火

I ﾉ 職ＳＤ９４８８は大頂本体北端から約１．５ｍ

にある素掘りの細瀧で，埋土｢ | I に遺物を含

まず比較的短期間で埋められた可能性が強

い。ＳＤ９４８８埋上ドi I l i で検出したＳＳ９４８９

は，人坦本体との位侭関係から人畑築成時

の足場穴であろう。
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平城脚跡発掘調代位侭間



ＳＤ４１００と５条の南北溝ＳＤ４１００は南面大坦の北側にある東i ﾉ 職で，瀧底位侭の雄と出土

進物の差から３時期にば分できる。Ａ期の瀧は大垣本体北端より北へ４ｍにあり，平城寓上器

締年1 1 期の上器と郷ＩＩｌ制ドの木簡が出土した。Ｂ期には南へ１ｍ移動し，奈良時代1 1 1 頃以降の

蹄脚mJ が' ' ' - 1鼻した。Ｃ期はＢ期より０．３ｍ北へ移り，束へ行くにつれ南に振れ|脈もひろがり，

奈良時代後半の上器が出土した。瀧心が異なるのは各時期での性格の策にﾉ ! 鳴くとみられ，Ａ期

は悔内道路ＳＦ1 7 6 1 南側碑，Ｂ・Ｃ期は火堀の雨落瀧または火坦からの雨水排水瀧であったｌＵ

能性が強い。ＳＤ４１００には２条の南北溝が注ぐ。ＳＤＵ６２０は４時期あり，Ａ～Ｃ期の瀧はS D

4100のA~Ｃ期に対応する｡ SDl l 625はSD4100のB‘ Ｃ期に対応する｡ SD11630は寓内か

ら二条大路北側職に注ぐ火坦本体築成以前の溝で，ｌ: 州j の水抜き等に利I | ｣ され，短期間で埋

められたと思われる。ＳＤ１１６４０もＳＤｌ２５０に合流する瀧で，大畑との交叉部では瀧埋士ｋに

大畑築土が残り，雅旭３年～神岨５年の木簡が出, . ' : した。このことから，ＳＤ１１６４０は111い時期

に埋め立てられたのち大賊が築かれたl U能性があり，史にＳＤ１１６４０以来のＳＤ４１００からは始

んど奈良時代前半の遺物が出土しないことも考慮すると，ＳＤ４１００は当初東へ伸びずＳＤ１１６４０

となって南流していたのが，ＳＤ１１６４０が埋め立てられたことで束へ延長束流させられた可能

性もでてくる。ＳＤ３４１０は宮東端の基幹排水溝で，大蜘本体築土が削平されていて大畑部分が

暗渠か開架かはｲくl ﾘ ｣である。堆稜土は２届に大別できるが，911t 紀前半に撹乱があったため出

土遺物に時期雄はない。

二条大路ＳＦ944 0南1 , 大埴心から１２ｍ南に二条大路北側溝ＳＤ125 0 , 4 9 . 5ｍ南に南側溝

SD4006があり，また南側瀧のすぐ南には左ボー条一坊の北I Ai 築地ＳＡ４００５がある。SDl 250・

4 0 0 6はともに衆掘りの束' 八i 櫛。ＳＤｌ２５０東半部では謹岸の杭が打ち込まれ，一部にはシガラミ

もある。ＳＡ４００５は築土が削平されているが，推庇部_ k で築地寄柱穴３個を検出した。
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第一次朝堂院地区東南隅( 第1 5 7 次) の調査第一次朝蝋院地区の洲侮は，第一次東朝雄殿推定地を

含め継続して行ってきた。今l n l は, 咳地I >〈の岐南端を洲杏した。‘ 淵企のI : I 的は，（１）第1 5 0次調査

で検出した第一次朝堆院地I X 東限の築地と南I n i 大埋との関係を解明し，( 2 ) 桝韮幹排水路の一つ

であるＳＤ３７１５の桝岐南部での知見を得ることにあった。, 淵汽の結果，（１）第一次朝蛍院地ＩｘＩ判

半に建物は存在せず座場であったことをI I J : 確認し，また( 2 ) 南面火皿に先行する当初の脚| ｘ両施

設の可能性もある東両塀と第一次・第一ﾕ 次朝' 噛院の間に位縦する南北塀の存在を確認したが，

( 3 ) 東限の築地想定延長位慨は現水路1 1 ！〔下で，存否の確認はできなかった。

検出した奈良時代の1 きな進椛は，掘立柱塀２条，瀧２条，井戸１堆等である。

２条の掘立柱塀ＳＡ１７６５は第１６．１７次調査で既に４間分を検出済みの束i 7 L i 塀で，今、新た

に3 5 間分を検出し，更に洲査区外東方へ延びることを確認した。南面火飼心より北約１６ｍに

あり，人域に平行する。各柱間' １１央の南北には柱筋から各々２．４ｍを隔てて足場穴S S 1 1 7 3 0 が

ある。ＳＡ１７６５は水調査ば内の奈良時代の遺櫛の中では岐も古い。南北塀ＳＡ１１７００はS D3 7 1 5

束岸にあり，９間分を検出した。ＳＡ１７６５より新しくＳＤ３７１５より古い。

２条の南北溝ＳＤ３７６５は第一次朝堂院地Ⅸ当初の堆幹排水路で，２時期ある。南半は削平

をうけているが，下屑はS A 1 7 6 5 以南に延び，上屑は途' ' １で束流させられていたらしい。S A

l 7 6 5 廃絶後の開削である。ＳＤ３７１５はＳＤ３７６５より新しく掘られた該地|Ｘの堆幹排水路で，南

端は南面人i I i 想定心から北約２ｍの位慨まで検出した。埋土は３屑に大別できるが，宮廃絶後

の流路であるＩ: 届を除き，出土遺物にはi １１．ドル1 に火きな時期差はない。下層がほぼ一定の幅

を保つのに比べ，’ ' 1 胴は' 八i 側に大きくI 隅をひろげる。’ ' １胸の時期に架けられていたと思われる

侭脚ＳＸ１１７０３の残欠が束岸寄りにある。’ ' １．下肘からは削屑を含む木簡・ド駄・' ' ' 1 物等と大

城の土器が出土した。特に須恵器では陶色窯以外の製i l i ｢ 1 1 が多数を占める。

鍛

○

●

郡

●

（

〕

命

一

派

一

“

》

、

弧

〕

ず

。

．

’

．

・

恥

・

》

．

》

函

一

甲旬

凸ざ ０
｡ ~

！＋、

-’

一｜

’＋

Ｌ

脈

，

ｌ

ｐ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

１

；

‐

ｂ

腿

Ⅱ

１

Ｍ

‐ Ｏ ｏｕＤ百。。 ○

０

０歩皇多言§
Ｏ

；。｡。〔I〔；｡｡．｡｡‘｡‘‘

。：:o:遮；
OoQ- - ‐

。：:o:遮；
OoQ- - ‐

００００

SAl mj
■

．【

』

SAl mj
■

．【

』

u j L 1M堀

ＣＯ＄EI 厩

へ、 C２ｂｌ

■

［

州

州

州

叫

州

ト

ー

州

剛

州

訓

鋤

馴

剛

剛

洲

州

州

鋤

Ⅷ

州

坐

岬

一

』

蹄

ワ

幽醐二

当〃

《_／o

C

F ･ - . Ｊ ◎

望【Ｗ丞

蜜

執

．

．

．

》

・

一

．

｛

群

論

一

．

．

》

。

』

。

。

屯

，

一

一

｛

◎

銅

（
亭

１

，

｛

hF J 1r r q

一

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

Ｃ

Ｏ

Ⅱ

０

０

■

一

ーＣＤ､ ‐ ′ ｰ 、ごく, 呉こブヘーノーー､ - ' ーー

。 ｡ ｡ ｡ ＯＣＣ ｡ ご画＝デー＝

一日 ■ ー

、■

＋

一一

＋

第一次' ; ﾘ 蝿院地瞳東南隅発捌‘ 淵汽遺洲叉’

－２３－

0 舵

而面大班姻定位ｂ ､ ，



Ｗフ０ＷＩＣ

蕊

第二次朝堂院地区（第161 . 1 6 3次）の調査第二次朝堂院地区については，第152 . 1 5 3次I 淵査で大

概殿閤門前方及び朝堂院北面築地南方の朝庭東北端部が調査〆内に含まれたことがあるが，核

地区の本格的洲杏は今同が岐初である。主な課題は，従前の第二次大極殿地区での洲査成果を

うけて，( 1) 束第一蝋の規模，( 2) 大概殿院地|Ｘドl 「f i 掘立柱建物群対応辿術の存否，( 3) 朝庭|倉での

遺構の有無，等の解明にあった。調査の結果，( 1 ) 束第一堂の脱僕が判明し，( 2 ) 東第一堂下〃1に

掘立柱建物の存在を確認，また( 3 ) 朝庭にも多数の掘立柱建物が検出された。特に奈良時代の人

嘗宮・廻立殿の遺櫛を突き止めたことに大きな意義がある。

検出した奈良時代の遺構はＡ～Ｄ期の４時期に区分でき，Ａ・Ｂ期は．ド価の＃I 泣柱建物群の

時期，Ｃ・Ｄ期は上届の礎ｲ i 建物と仮設の掘立柱建物とが併存する時期に各々 相当する。

Ａ期既に一部を検出済みであったＳＢ１１２０１とその南で側柱筋を揃えたＳＢ１１７７５はとも

に７間２問の南北陳で，Ｉｉｉｌ: ・陳通りに足場穴を伴い，恒常的な建物とみられる。ＳＢ１１８１３と

S B1 1 8 1 2 とは側柱筋を揃える南北棟であるが，互いの斐柱列が{ : | | 接するので' １１時存在とは脅え

がたく，Ａ期は更に細分できる可能性がある。

Ｂ期ＳＢｌｌ７４０は身舎７間３間の四周に廟の付く南北: 陳で，大概殿院下届の建物群と一連

の建物である。柱間寸法は身舎梁行のみ９尺で，他は全て1 0 尺である。第1 5 3 次洲森で既検出の

- ドﾙ １建物群の束辺を限る掘立柱塀S A 1 1 3 2 0 の南延長部にあたる個所で柱掘形１個を検出した。
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SB11900は４間１１H1の火I ﾉLi 陳で, 人械殿閤門ドl I Yi の＃1Ｗ: 桃のl 1I j SB

l l 210から南約４５ｍに陳通り筋がくる。SB11900の東北' 八i のニノン

を取り州んで塀状辿椴ＳＡ１1860. 11850. 11870があり，南には

朝噛院束I ﾉLi 二嘩分線に対しﾉI ﾐｲ｢対称のI *i 北柱列ＳＡ11855. 11857

がある。ＳＢ１１９００東方にあるＳＢｌｌ７５１は４１Hl 31Hl の南北陳で，

北鏑菱中央' 八i 側に縦はなく，火|判隅人側に・水の純がｳ : つという異

例の柱l xmr i をとる。ＳＡｌｌ780. 11800. 11825. 11827．11830.

11835の６条の瀧状辿櫛は柴ｈｉＭｌ; 付沸で，ＳＡ１1780. 11825.

11830. 11835は1淵制ｘ外へ延びる。ＳＡ１１８００は，! ｛ﾘl 蛍院束I ﾉLi 二群

分線から束約２．７ｍで|j １．１じ，ＩﾉLi に接して検l l Iした柱穴１｛|l I i Iは州Ａｌ

ｌ間のi I I l SB11820の束柱。ＳＡ１１８３０はI |ﾘ畔: 院束I ﾉＮ－ﾕ嘩分線に沿

い，ＳＡ１１８２５は北端から３ｍ南で３ｍにわたり途切れたのち南

へ延びる。稚の途切れた部分がl I I j SB11826で，」' ４束にＳＡ１１８２７

があるＯＳＡ11780. 11800. 11825で州まれたﾘH間の' ' 1にはＳＢ

11785. 11790がある。ＳＢ１１７９０は３１A' ２間の束|ﾉﾘ棟で，この南

３ｍに束炎柱列を揃えるＳＢｌｌ７８５があり，桁行５間を検' １Ｉした。

Ｃ期束第一蝋SB11750はﾉ i 軸北､ ' 4が允全に削平され，1判､ド

の堆埋_ 上の残ｲ f かとみられていた上塊状の尚まりも' ' 1耕土・盤備

_ 上で11｢ Xく復われ，礎イi 抜取穴６個を検I |Ｉするにとどまった。しか

し，その肌膜は，身舎５間２間の| ﾉ ﾘ 周に順が付く附北陳で，身舎

桁行・梁行柱間寸法は１３尺，噸の出10尺，ノＩ鯉' [ の出７尺でI ﾉﾘI i I i 3

力所に階段があり，その出は１．８ｍと椛疋される。ノ, 蛾外装ﾉ史び

上I i I i の蚊ｲ言i には凝灰端切イi が川いられ，ノI戦Yの周|ﾉ' 1には小牒敷の

舗装がされていたと思われるｏＳＢｌｌ７５０はＤ期にもI j l き続いて仔

在している。ＳＤ11748. 11749はSB11750のﾉI 軸北・I ﾉﾘの外側小篠

敷の兄切りとなる溝で，ノＩ鞠f ' 1外周の水抜き瀧とみられる。なおﾉ ﾑ

晩の束・南刀は削､FをうけていてＳＤ11748. 11749に|: ' 1, 11する櫛

は検出されなかった。朝堂院束l I I i 築地ＳＡ１１３３０は削平をうけ築

ｋがわずかに残るだけで堆底' ' 1( ｉは不明である。ＳＡ１１３３０のI ﾉL i 2. 4

ｍには素掘りのl : l j 落瀧ＳＤ１１３３１がある。棚庭には，ＳＢ１１２２３・

1 1 8 0 6 . 1 1 8 0 1 . 1 1 8 9 0 . 1 1 8 1 0の５棟の仮股の仙帥: 柱建物がある。

これらの建物は住MI l 形に凡・凝灰淵を命み, ＳＢ１１８０１の桃狼跡か

らは平城汽瓦編年Ⅱ期のl l i l : 平瓦66 9 1Ａが川上していてＣ期の年

代の端を知ることができる。
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ｒ

一

３期に及ぶ儀式関述辿櫛の中のＢ期の遺構を検出したこ

とである。Ｂ期の遺購は純めて規格性に嵩んだ! 肥縦計I I I I i

をとり，『儀式』等から復原される大嘗宮・辿立殿の配

満・規模にﾉ , 膿本的に近い。大肖宮は悠紀院の北端部を検

出したことになり，ＳＡ１1 7 8 0 . 1 1 8 0 0 は大‘ 肖脚の束・北

を限る宮畑, ＳＡ１１８３０は悠紀院・主基院をI I I 1 i するI | ' 雛，

。？● 一宇1 一・一↑

“ 一一” ” 臼。＆

1 ３ 0 5 ウ

↑，Ｉ.Ｔ

, ！; １，$
’ ８１，９

越辱Ⅲ：削画

ｌ】

'千↓リ画

塵１１
◆ ●

つ

７

Ｄ期大極殿閤門南で検出した９間２間東西陳ＳＢｌｌ２２１と，その真南に７０ｍを隔ててあ

る８間２間の身舎に南北I I I j 照が付く束i ﾉ [ i 陳ＳＢ１１８１５が] § たる建物で，両建物の間には３棟の

東西棟ＳＢ11796 . 1 1 795 . 1 1 840があり，さらにSB11815束脇にはＳＢｌｌ８１１がある。その他，

SB11221の南にはﾘﾘ l ‘ ) I ( : 院束I ﾉﾘ二等分線に対し左ｲi 対称にl j wi dされるＳＸ11885. 11910, ＳＸ11884.

11911 , ＳＸ11875. 11880がある。

『一一－遜一一’まとめ今' ' ' １の, 淵森で特に顕苦な成果は棚庭にある
１６Ｉ

ｐｔ６

1 に １５

７

11；

■ －１

１７

S A 1 1 8 2 5 は悠紀院| ﾉ W側巾ｈｉ，ＳＢ１１８２６は小門, ＳＢ１１７８５１廻立殿８宝１５通道

２神服柏棚９御ｌｍｌ６斑縄

は膳膳，ＳＢ１１７９０は日陰に各々当たる。ただ『儀式』等３臼屋１０北門１７宮垣

４膳塁１１南門１８堺簸

には記俄のない鮮離S A 1 1 8 2 7 を小門束I E I A i に検出して５盛所１２束門１９『| ' 垣

６正殿１３幽門

いる。廻w : 殿は『儀式』弊から５間２間の束I ﾉ l i 陳に復原７堂１４小門

火嘗宮・廻. , 沌段建物配瞳復原図

されるが，S B 1 1 9 0 0 は４間１間で，大嘗宮からのNi 雌も

（総i 緒難鰯磯織）
『北1 1 1 抄』とは異なる。しかし，ＳＢ１１９００は閤門. ド胴の

門と火肖桝の‘ { ; 池i との' ' １火にあること等から廻倣殿に| ; ' 1 ､ しi すると考える。Ｂ期の辿櫛を川いて

大宵祭を行った天泉は，奈良時代に即位した７代の天堪のうち『続日本紀』によって大宵祭の

場が判明する挙脈尺I i I ( 南薬幽新宮) ，涼( _ : 天Ｉ製・光( : 天I 慨・桓武天泉( 太政向院）の４代以外で，

大嘗祭の場をl ﾘ j 記していない北' E 天皇・聖武八塁・称徳天皇の３代のうちに求められる。称徳

天皇の場合は，第・に淵錐戒をうけた身での亜j 昨であり，第二に大嘗祭当| ､ I が↑ I - i 例の卯でなく

歯で，しかも道鏡をはじめ僻侶達が参加するという特殊な事情がある。さらに人宵祭関連遺構

はいずれにしろ』' ' ' ４武犬皇以降である止胴遺椛に先行する下胴遺構のＢ期に属することから称徳

犬里の可能性はない。出上遺物の' ' 1 にはＳＢ１１９００の縦抜取穴から出土した軒丸瓦6 2 2 5 Ａがあ

る。6 2 2 5 Ａは今' 1 1 1 の迩術変逃ｋではＣ期に当たるｋｌ『’ ･ I 遺椛の第二次大極殿。築地I n I 廊所州瓦で

ある。人' 弊桝が短時Ｉ. ' で唆却されることからみてＢ期の辿椴の造営はＣ期に樋めて近いと渚え

られ，Ｂ期の辿隣はﾉ I j 正火星よりも聖武天里の時とする方が蓋然性が高い。架武天皇大宵祭に

伴う辿櫛とすると，『統1 1 本紀』に比較的詳しい記‘ Ｉｆがあり，発掘調査の成果と文献史料との

対比ができる好個の‘ 脚列となり，奈良時代の大嘗祭を研究する_ ' 二で貴重な発見である。またi l i l ：

丸瓦6 2 2 5 Ａが聖武天皇の即位前後に既に存在していたとなると，この瓦の年代観が『雄準資料

２』のⅡ期から『平城寓発掘調査報告X I 』でⅢ期に変更されていただけに，第二次大極殿院・朝

堂院及び下I I Y i 伽Ｉ' ' １/ : 柱建物辿術聯の年代慨・性格を論ずる上で刑I _ ' すべきオド実である。( 橘本鏡刈）
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左京四条二坊一坪( 第156. . 6次) の調査ホテル廷i 没に伴う‘ j i : 前, 淵f i f o一坪は北をミ条大路，西を

束・坊大路，火と1判を坪境小路にI I I i している。洲f i 地は一坪の' ' １央やや北寄り，1983年度の第

１５１－１次洲杏I Ｘの火北にあたる。１ﾐな検' ' 1世術は，伽W: 柱建物８棟，塀４条の他，瀧とＩ: 城

がいくつかある。砺俊関係や１１１１: 遺物から，辿柵は３期に| >〈分できる。

奈良時代前､' 4には南北棟ＳＢ3007. 3008, 束' ４i 陳ＳＢ３０１３．３０１４．３０１５というあまり規模の

大きくない建物が建つ。ＳＢ３００７．３０１４．３０１５の３棟は，州ﾉ I : に柱筋を揃える。

奈良時代中柴には洲制>〈' ' １火に|ﾉﾘ l ( 柵付き狸L i Mj SB3009があり，前半代の小規模な建物は

姿を消す。ＳＢ３００９は坪の111央やや北滞りに位慨し，柱間は桁行・難問とも10尺弊l Hl ，柱掘形

は身舎部分で。辺０．７～0 . 8 ｍをはかる。

奈良時代後､ l f にはＳＢ３００９と|, f I じ位侭に，刑I i 脈付き火|凡i 陳ＳＢ３０１０が建つ。梁間を12尺呼

間にひろげ，南廟を欠く以外はＳＢ３００９とl I f l 脱模である。ＳＢ３０１０と13尺を隔てた南には，柱

筋を揃えた火I ﾉL i 陳ＳＢ３０１１が1t ぶ。l I l I j 行の間隔が狭いのは，i l 1l : を接して２陳を一体の殿舎とす

るためである。ＳＢ３０１０の縦穴にはイi や邸を埋め込んで礎板の根価とした特殊な地業があり，

特に北側柱筋と入側柱筋に蝋牒であった。l I i l 雛の地災がＳＢ３０１１でも確認されたので，この２
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今I I I I のI 淵杏によって，一坪が前半代の細分された宅地判から巾梁以後１町の宅地へ

三条大路

変化する

ｕ熱。

亜

６－６次唄登区

坊

大

賎

Ｅ【

Ｉ 301F

左舟 ( 四条二坊一坪遺構慨略図の南北二等分線をはさむ苑町の

宅地，ＳＢ3008 . 3013には苑' 111 . かﾉ , f 町の宅地が想定できる。Ｉﾉ L i ､ドの２棟は各々 ％町を占めるの

であろう。このように奈良時代前半の一坪はいくつかの宅地に分削して利川されている。奈良

時代中梁になると宅地割と建物配置が大きく変化する。主殿ＳＢ３００９が坪の' ' １央北寄りに建ち，

前1 mを座場とする。坪の束四二零分線がＳＢ３００９と頭捜し，南北二等分線は広場を横切るので，

この時期には坪全体が一つの宅地になるとみてよい。８３年洲盃| ＸではＳＡ２５９０があり，その南

にＳＢ２５８０．２５８５，北に八角形井) . i S E 2 6 0 0 がつくられる。後半代には宅地判に変化はないが，

１３殿が２棟を一体としたより大型の建物にかわる。８３年I 淵介魅のＳＢ２６１０は南北陳建物の可

能性が尚く，坪のI - l . ' 心建物は．字形配侭をとる。

人路，南をI ﾉ ﾘ 条条間路，北とI ﾉ L i を坪境小路にl j Wまれ，岸俊男氏の研究によって藤原仲麻呂の邸

陳はこの点からも一対の建物で

あったことがわかる。

次に，昨ｲ Ｆ度の調杏成果をあ

わせ一坪の宅地利用状況とその

変遷を述べる。奈良時代前半に

は83年調剤>〈のＳＢ２５８２．２６０５

を含めて７棟の建物がある。宅

地割施設は確認されなかったが，

坪の束四一ﾕ 等分線がＳＢ3 0 0 7 .

3 0 0 8の西を通るので，坪は火ＩＩＬｉ

に二分割されていた可能性があ

る。東半では，柱筋を揃えるS Ｂ

3 0 0 7 . 3 0 1 4 . 3 0 1 5 の３棟には坪

宅「' １１村第」の地に比定された左戚四条二坊束半部の一角に位慨する。検洲した1 ；要

掘立柱建物1 0 棟，塀５条，井爪１雄といくつかの瀧・土砿である。－１- 五坪については

第1 4 5 次, 淵炎を今調査|ＸのI ﾉ ﾘ 約３０ｍの地点でﾂ ﾐ 施し，礎ｲ i 建物２棟，掘立柱建物２陳

などを検出しているので，ｉｌＩｊ地区の成果をあわせて報告する。

ことがl ﾘ j 確となったもさらに，１町の宅地の１ﾐ 殿を確認し宅地の利川形態の一端を明らかにし

えたことも今調査の成果である。

左京四条二坊十五坪( 第1 5 6 - 8 次) の調査瞳貸川術舎建, 没に伴う‘ l f 前調査◎ ’ 一五坪は東を東二坊

の五呼分線とほぼ一致し，ＳＤ３０４２は南北三等分線に近い｡

洲

な辿隣は

1982年に

，塀３条

険出した辿柵は{ ; 1 1 ﾉ I : の砺陵・l x i i l 慨関係や出土遺物から，Ａ～Ｅの５時期に| Ｘ分できる。Ａ期

( 奈良時代初頭) には，S A2 2 4 0，S B3 0 3 7，ＳＤ３０４２がある◎ＳＡ２２４０は坪東西の計両寸法( 4 5 0尺）

後行は宅地判施設の可能性が向い
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感

が，坪I ﾉ L i ､ ' 4 の前' 1 1 1 洲制ｘまでは延びないので，坪は東I ﾉ L i に１分判され，さらに各々 が細分され

ていたらしい。Ｂ期（奈良時代前､ | f ）にはＳＢ3 0 3 5 . 3 0 4 0 . 3 0 4 5 , ＳＡ３０３２．３０４１' １f があるoS B

3 0 3 5 と前I u l ‘ 淵州ＸのＳＢ２２３０が坪の南北§ 嘩分線上に位慨するので，少なくとも坪の| 判北は一

連の宅地であろう。Ｃ期( 奈良時代I | ･ Ｉ頃) には前| [ ' １洲査区の礎f i 建物ＳＢ２２００．２２１０が出現する。

l l I I i 帝は南側柱筋と南妾柱筋を揃えて建ち，奈良時代, k 頃まで存続する。今I 淵f f f l X ではＳＢ3 0 3 9 .

3 0 5 1 , ＳＡ３０３６がＣ期。Ｄ期( 奈良時代後､ |勺の建物配侭はＣ期と似る。ＳＢ２２００の南側柱筋と２０

尺を隔てるＳＡ３０３１がある。Ｅ期( 奈良時代末以降) には，ＳＢ３０２５．３０３０．３０５０，ＳＡ３０３３弾が

ある。ＳＢ３０２５とＳＢ３０３０，ＳＢ３０３０とＳＢ３０５０が各々 柱筋を揃える。ＳＡ３０３３はＳＥ３０３４に

接する位置で柱間を広げ，通路としている。Ｅ期にはＭ: 坪全体を一連の宅地としたことが明

らかである。さらに，坪の' 八i 辺に築地を想定すると，これがＳＢ２２１０のI I L i 側のＩｌｉＩ: 先と! Ｅ複する

ことになるので，１．坪との間の坪境小路は宅地内にとりこまれており，｜･ 坪と十. . / i 坪とは一述

の宅地であったことが推定できる。Ｅ期のこの' 七地利川はＳＢ２２００．２２１０の現れるＣ期にまで

遡らせることができる。

以ｋ，十h : 坪についてはA1 Ul に坪を束I ﾉ L i に蔦分し火Wf l j はさらにI * i 北に細分していたこと，

Ｂ期には坪のI | ､ 1 心をはさむ南北が一巡の宅地となることは判明したが，Ｂ期の宅地が１町脱膜

であったかは不明である。そしてＣ期以後坪全休が一巡の宅地となり，それは｜･ 坪を含む宅地

だった可能性が強い。しかも〃〔内では稀な礎ｲ i 建物が呪れる。ここで｜･ / ' : 坪が「川村第」碓

定地の一・部であることを念蚊におけば，Ｃ期のｲ ド代つまり奈良時代' | ' 唖とは，藤原仲麻' ' 1 が従

_ 皇位( 天平１８年) ，従二位（天平勝Ｋ２ｲ ! § ）に進み，ＩⅡl 村第」の名が初めて史料にみえる（天平勝' i ミ

４年）時期でもある。しかし，Ｉ｡ / 1 坪を含む宅地がどこまでひろがりをもち，そしてこの地が

小而
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｢ ｢ Ⅱ村第」であったのかを決するには，今後一脚の調査を待たねばならない。

左京八条一坊三．六坪( 第1 6 0 次) の調査ｌ: 場建設に伴う事前I 淵在。坪境小路をはさんで東西に並

ぶ三坪と六坪は，北を八条条間路，南を坪境小路と接し，一ﾐ 坪の閥に朱礁大路が，／‘ く坪の束に

は東一坊坊間路がはしる。洲汽は主に三坪の東南部と六坪のi ﾉ I i 南部について実施し，奈良時代

の辿構多数を検出したほか，占墳時代とI l 1 l l t の適職を確認した。

奈良時代の遺櫛は_ 皇．六坪あわせて，掘立柱建物4 7 棟，塀８条，道路２条，池１，井７－i ｌ唯，

土器埋納遺構３雄と，瀞・土峨がいくつかある。遺構は大きくＡ～Ｃ期に区分できる。

三坪坪の東辺は中' ' 1 河川ＳＤ３３４０により進椛が失われていた。｛淵杏区I ﾉ L i 辺にある池S G

3 5 0 0 が奈良時代を通じて序続し，建物はいずれもその東岸で検出した。Ａ～Ｃ期のうちＣ期は

２細分できる。建物は，Ａ期のS B 3 3 5 0 ，Ｃｌ期のＳＢ３４７７が廟をもつものの，大半が桁行３

間雁度の小規僕なものである。しかも，各期とも３～４棟が雑然と並び，計両性は高くないこ

とから，この地区は奈良時代を通じて雑舎の空間であったと類推できる。ＳＧ３５００は古墳時代

の河川が条坊I 没定後，坪内に池として残ったものである。これ｢ | 体が| 刺池であった徴証に乏し

く，南端にとりつく南北牌ＳＤ３３９９とともに，洲f i f 区の南あるいは南I ﾉ L i に想定される悶池への

給水施設であった．1 1 1 能性が高い。また，３』I § の土器埋納進椛のうち，ＳＸ３３８８はＳＢ３３６０の北

妾外側にあり，ＳＸ３４３４はＳＢ３４２０の南妻

に接して検出された。I i i I i 群とも内容物が遺

作せず，埋められた位瞬は建物の出入' １に

あたる。民俗例嘩からみて胞衣壷の．' U能性

が強い。他の１ｊｉｌｆＳＸ３４６６は「神功開喰」

銭１枚を納めて池の東岸に埋められてい

た。水に関係する呪術行為を示すものであ

ろう。

六坪Ａ～Ｃ期のうちＡ期が２細分され

る。奈良時代前: ､ ドのＡ１期には，；淵侮| 刈Ｉ

央の空閑地を|〃' んで小規模な建物( S Ｂ3 1 8 0 .

3195 . 3212 . 3230 . 3250）が建つ。この空閑地に

はＣ期まで建物が建たない。井戸ＳＥ３２６０

もＡ１期に掘られる。また, 坪閥辺を南北溝

S D3 3 3 3 （坪境小路束側溝) が限る。坪内に本

格的に建物が建つのは次のＡ２期である｡ 付

属尾ＳＢ3 2 2 5 . 3 3 2 0Ａを伴う東西棟ＳＢ３２００

が洲杏区の東南部にあり，坪境小路近くに

南北陳ＳＢ３３３０が建つ。東西溝S D 3 3 1 0 A

3０

Ｉ

、３３９９
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は坪の南北二等分線の約３ｍ( １０尺) 南にあり, 坪を二分する| l l h i 2 丈の坪内道路の|棚側瀧であろうｃ

Ｂ期には，南順付き束I ﾉ L i 陳ＳＢ３１９０がＡ２期のSB3200とl I f l 位慨で，南北陳ＳＢ３２２５がl I i I じ

くＡ２期のＳＢ３３３０とl I j 位椴で各々 建て稗えられている。建物1 1 1 m閥にＡ２期と共通点がある一

刀，宅地割には変化がみられる。即ち，洲州ｘ北辺にあるＢ期の建物ＳＢ3 2 7 0 . 3 2 8 0 は，坪内

道路南側溝S D3 3 1 0 Aと- 液綾するので，この坪区I I I I i 施設が廃1 1 : され宅地は北へ拡人したことが

明らかである。l I I j S B 3 3 2 0 が坪境小路にひらくのも宅地抵大とそのl x l I I I i 施Ｉ没の盤備されるＢ期

とみられる。Ｂ期の年代は奈良時代後､ ' 4 から/ k 頃である。妓後のＣ期は，どの建物も方向が北

で東に振れ，条坊の計I i i ' i を離れた奈良時代イミから､ | と炭時代初めの時期であろう。建物はまとま

りがなく，塀を伴い独寸: 性が強い。二1 , 噸付き東Ｉ）L i 陳ＳＢ３２４０以外はいずれも肌‘ 襖が小さい。

遺物は，土峻ＳＫ３３００から平城Ⅱ～Ⅲの，池ＳＧ３５００からは，、| z 城Ｉ～ハ' の- ｋ器が多岐に出

土した。烏形硯や[ 汁1 0 5点の鵜1 1ドI 君器を含む。ＳＢ３１９０の柱抜き取り穴からは漆紙文1 . 1 f が川」: 。

、F 城則( 以前の遺柵として，ル的: 柱建物を1 ；体とするI I i 墳時代の集然の一角を光兇した。辿柵

はｌ～ハ期に|Ｘ分され，1 1 1 . 土進物からみて5 1 1 t 紀後染から6 1 1 t 紀後､ ' 4 に張る集然である。ｌ～

Ⅲ期には，ＳＧ３５００の前身である河川ＳＤ３４００の周辺に，溝や塀でl x I I I I i された建物群がある。

特にⅢ期（6 1 1 t 紀前半）にＳＤ３４００の東膿にある建物聯は，床来をもつ倉庫風の建物３棟と大狸
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ﾛ

建物１棟が柱筋を揃えてＬ判診に並び，周|叩|を瀞と塀で伽んでいる。ハ期にはそれまで顕杵で

あった建物のまとまりとI x i d慨の規則性が崩れ，この集落は変退にI r I j かう。このほか，，淵制>〈I | ’

央の河川ＳＤ３３４０は遺仔地荊などから室町時代の佐保川の' ' 1 流路であることが判明した。

今| 口I の洲査で，三坪では給水施設らしい池状辿榊を検出し，近傍に園池の存在が推測された。

ﾆ ﾐ 坪は朱雀大路に, n i し，何らかの公的施設に関連する' １１能性がある。六坪では主屋級の建物を

検出し，この坪が宅地としてあまり細分されない利用状況を明らかにすることができた。

右京三条三坊四・五・六坪( 第162次) の調査マンション建Ｉ没にｲ ､ l 4うり; 前I 淵査。四・五。六坪は各

坪々境小路をはさんでＬ字形に並んでおり，四坪の束は' ﾉ L i 二坊大路に，四・五坪の南は三条人

路に，派・六坪の西は西三坊坊間路に1 ｍしている。調査は西・中央・束の３調査区を設けて実

施したが，そのうち東区では遺物を含まない幅約２２ｍの南北溝を検出したにとどまる。他の

２調査| Ｘでは奈良時代から鎌倉時代の進構を検出した。主な遺構は掘立柱建物1 0 棟，塀1 0 条，

井戸３雄，溝，士城などである。

’ ）L i l X北部ではﾉｆ・ノく坪の坪境小路ＳＦ１２５０とそのI I i i i 側溝ＳＤ１２５１・’ 252を検I l l した。溝心心

Mi 雛は約１０ｍあり，小路としては広い。建物・塀はすべてﾉ f 坪内で検l I I した。南噸付き束| ﾉ I ｉ

棟ＳＢ１２６１の規模がやや大きい以外は，小規模な建物ばかりである。坪北辺には小路にひらく

i I I l S B l 2 5 9がある。このほか，Ｉﾉ I ｲ 隅に支杵を17 : て枠板を落とし込んで組み上げる井ノｉＳＥ１２７０

や鎮忠器の火難を| , ！｣ 形の掘形内にル; えたS X 1 2 7 1 がある。

靴ﾘI RI朔

占京三条三坊I ﾉ L 1 . . h : ・六坪発掘調行進撒図（Ｅ・西峰，右・I l I 央| > 〈）

１１１央区は四坪にあたり，’ 八i 辺で検出された南北櫛ＳＤ１２７５は，

ｑ・五坪の坪境小路東側職の可能性がある。建物では，南廟付き

1 4 1凡i 棟ＳＢ１２９１の規模が蚊も大きい。ＳＢ１２９１と柱筋を揃える南

上Mi S B l 2 8 7 はその脇尾で，南に火，[ i 塀ＳＡ１２９０を伴う。南北陳

B 1 2 9 4 は平安時代にくだる建物である。

遺物はＳＤ１２５２とＳＥ１２７０のほかI ﾉ ﾋ i l X の盤地胴から州土した。

1 冒丸瓦，淵: 金具，曲物を利川した柄杓のほか火､ ' 4 は土器である。

今' ' ' １，１ﾉ l i l >〈で検出した建物はいずれも規模が小さく，また' 凡i l メ

パ7 i : 坪でも東北部の坪境小路沿いの地|ｘに{ ; | | 当することから，こ

t らの建物は雑舎的性絡をもつものであろう。（花谷浩）
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一一

１，ｌＩｏｌ ｌ

賞；条三坊．/ i : 坪内ルーi SE1270111- t 土器実測|叉’

罵雲雲一ノ

!{:１

ﾆ ｰ ｽ
；

井戸ＳＥ1 2 7 0 ( 西区) 出土土器なお，S E 1 2 7 0 I I I 上のｌ: 器は，保仔状態が良好であるため，以

ドに' 災測|又I を掲げた。Ｍｌｌｉ器には杯Ａ、杯Ｂ・杯Ｃ・I l l l A・枕Ａ・椀Ｃ・撚Ｂ・蕊があり，す

べて平城↑ﾉにMI l j 器のⅡ僻_ |: 器である。ａｌｌ］F法は椀Ａ( １２) ，ｂｏＦ法は杯Ｃ( 5) ，ＣＯＦ法は杯Ａｌ( 3) ．

' ⅢＡｌ( 7) ．' ⅢＡⅡ( 6) ・椀Ａ( 8～11) ，ＣＩＦ法は杯ＢＩｌ( 4) ，ｃ３手法は杯Ａｌ( 1) ・杯Al l ( 2) に認め

られる。鎮忠器には杯Ｂ誰（1 8 ）・職Ａ誰・蝋Ｌ（2 0 ）・頑Ｍ（1 9 ）・鍵がある。長岡宮土器と異

なるのは，杯Ａ( １．２）がｃ３下法で洲幣され，ヘラ隣きが残ることであり，平城汽土器締年Ｙ

剛ＳＫ２１１３上器と異なるのは，枕Ａ( 8 ～1 1 ) ( こへラ瞬きがなくなり，杯Ａ( 3 ) がＣＯ下法によるこ

とである。、| え城桝上器細ｲ I W 1 t l l ｲ 〈の特徴をﾉ J くす。（1 1 1 崎{ ‘ 港）
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＃

幅と陵廊の建設が進められたとみられる。

以上の東南区での所兄は他の２１淵査区でも確認された

ので，創建阿廊は当初1L I I i I i ともⅧi に計I I I 1 i され，准坑を

造成し礎ｲ i を粥える工程まで建, 没は進行したが，その段

階で複廊に計I 1I I i が変わり，雅聴の拡' 府と礎: f ･ i の据え11‘ 〔し

を行い俊廊が完成した，と考えられる。単廊の柱間は，

金堂等の調奔結果から１尺＝0 . 2 9 7 ｍとすると桁行1 2 . 5

尺，梁行1 2 . 5 尺に復原される。1 1 1 門取り付き部の２間は

１５．５尺を聯分するか，１間が３尺と短いのかもしれない。

陵廊の柱間は１尺＝0 . 2 9 9ｍで桁行13 . 5尺，’ ' 1門に取り

付く２間のみ1 2 尺とするのが妥当である。

園

＝I - I Ml 且ミーー烏←/ ｚＮＲ罪- Ｆ= ＝ヒーL j E l u ＝
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薬師寺回廊発掘調査位綴図

Ｉ

出土遺物には，創建時の軒瓦を含む大岐の瓦や土器，

金属製品があり，東南区からは噸像の蚊部が出土した。

本来は束塔にあったものであろう。（花谷浩）
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３平城京内寺院の調査

本年度は，薬師寺，興福寺，元興寺の各寺域内で建物建設に伴う1 揃洲在を実施した。

このうち奈良時代の遺購を検出した薬師寺での発掘調在について，その成果を述べる。

薬師寺回廊の調査金堂・’ L i 塔・巾門の再建に引き続く南面何廊の再建に先立って，南面I n l 廊

束半部（以下東南区) ，Ｉ、廊束北隅と西南隅の計３カ所で発掘調査を実施した。東南| ｘでは，

1 9 4 9 . 1 9 8 2 年の中1 1 1 の発掘成果から想定した通り，複廊同廊の華壇と礎石の据え付け穴・抜き

取り穴，足場穴を検出した。これに加え今何，複廊に先行する礎石据え付け穴と抜き取り穴を

検出し，これが単廊の柱位侭を示すことが判明した。ｉｉｉ廊の推晦は版築により造成されるが，

両側は緩く傾斜し外装を施した形跡がない。また，琉廊の礎石抜き取り穴埋土と複廊基坑の拡

幅部種み土とが同じ上と認められたので，i l i 廊は未完成のまま礎石が撤去され，ＩＩｉｌ時に雄坑拡
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･ 価〔一条－２坊爪坪
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悔北面大虹
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